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ガラ星のぼり（大宮町）　写真提供：糸井一夫さん（大宮町）

11月30日　本会議（招集日）
12月12日　本会議（一般質問）
12月13日　本会議（一般質問）
12月14日　本会議（一般質問）
12月25日　本会議（最終日） 京丹後市議会

K 京丹後市議会だより

0772-69-0010
gikaisomu@city.kyotango.lg.jp

令和6年2月発行 議会だより京丹後の表紙写真
（発行時期にあった写真）を募集します。
お問い合わせは議会事務局へ
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◆決算審査

グラフで見る　一般会計決算（令和4年度）

市税
52億3876
(13.3%)

市税
52億3876
(13.3%)

自主財源
(28.3%)
自主財源
(28.3%)

依存財源
(71.7%)
依存財源
(71.7%)

繰入金
17億7285(4.5%)

繰入金
17億7285(4.5%)

人件費
63億651
(16.6%)

人件費
63億651
(16.6%)

義務的経費
(42.9%)
義務的経費
(42.9%)

投資的経費
(10.8%)
投資的経費
(10.8%)

その他経費
(46.3%)
その他経費
(46.3%)

扶助費
53億2739
(14.0%)

扶助費
53億2739
(14.0%)

公債費
47億3557
(12.4%)

公債費
47億3557
(12.4%)

普通建設事業費
39億2450
(10.3%)

普通建設事業費
39億2450
(10.3%)

その他
16億9381
(4.4%)

その他
16億9381
(4.4%)

積立金
19億1263
(5.0%)

積立金
19億1263
(5.0%)

繰出金
27億9537
(7.3%)

繰出金
27億9537
(7.3%)

補助費等
51億8663
(13.6%)

補助費等
51億8663
(13.6%)

物件費
60億5924
(15.9%)

物件費
60億5924
(15.9%)

災害復旧費
1億7393(0.5%)
災害復旧費

1億7393(0.5%)

寄附金
15億3311(3.9%)

寄附金
15億3311(3.9%)

繰越金
11億9215
(3.0%)

繰越金
11億9215
(3.0%)

使用料及び手数料
5億9854
(1.5%)

使用料及び手数料
5億9854
(1.5%)

分担金及び負担金
1億7764
(0.4%)

分担金及び負担金
1億7764
(0.4%)

その他
6億7124
(1.7%)

その他
6億7124
(1.7%)

その他
19億544
(4.9%)

その他
19億544
(4.9%)

府支出金
26億4894
(6.7%)

府支出金
26億4894
(6.7%)市債

32億9490
(8.4%)

市債
32億9490
(8.4%)

国庫支出金
49億8613
(12.6%)

国庫支出金
49億8613
(12.6%)

地方交付税
154億 5049
(39.1%)

地方交付税
154億 5049
(39.1%) 歳　入

394億7019
歳　入

394億7019
歳　出

381億1558
歳　出

381億1558

【歳　入】 【歳　出】

（単位：万円）

令和4年度決算を認定令和4年度決算を認定

●新型コロナ・諸物価高騰から市民を守る！
　前年度より引き続いて新型コロナ対策と急激な諸物価高騰対策に総額で約16億円。
●未来を見据え4つの視点から多くの事業を展開。
　《かせぐ》《はぐくむ》《ささえる》《つなぐ》の４分野で事業を展開。
令和４年度の新規事業は100件以上。
●ふるさと納税で自主財源率向上。
　令和4年度のふるさと納税寄付額は約15億3000万円。市税の増加等も合わせ自主財源
率は2.6％増加して28.3％へ。
●基金は増加、債務は減少。
　基金残高の総額は1．5％増加して約100億円。一方で債務残高の総額は3.6％の減少で
約353億8000万円。実質的負担額は約77億4800万円。経常収支比率は微増したものの、
財政健全化指数はいずれも適正な基準の範囲内。

歳入総額　　394 億 7019 万円　　   2.2％増
歳出総額　　381 億 1558 万円　　   1.9％増
実質収支　　   11 億 7770 万円　　14.7％増

決
算
の
特
徴

９月定例会

一般会計
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◆決算審査

かせぐ

ささ
  える

はぐ
  くむ

つなぐ

●新たなふるさと産品創出事業　　　2754万円
●ふるさと応援シティプロモーション事業　3239万円
●京丹後デジタルポイント事業　　　4964万円
●食品加工支援センター整備　　 1億3509万円　
●地域商社事業　　　　　　　　　　2600万円 など

●放課後児童クラブ運営　　　  2億4562万円
●子育て支援センター運営　　　　2298万円
●出産・子育て応援給付金　　　　  3430万円
●小中学校200円給食の実施　　　 3067万円 など

●定住促進奨学金返還支援制度　2168万円
●ふるさと創生職員の任用　　　4715万円
●定住促進・空き家改修支援　　  4975万円
●地域おこし協力隊積極配置　　2753万円 など

●再エネ導入に向けたゾーニング事業　 3315万円
●体育館の照明 LED 化事業　　　　 1億2264万円
●網野銚子山古墳環境整備　　　　　　 4756万円
●まちづくりグランドデザインの推進　　586万円 など

食品加工支援センター

出産・子育て応援

地域おこし協力隊の取り組み

網野銚子山古墳

国民健康保険事業、介護保険事業など 10 事業の特別会計を認定。
歳入総額　152 億 41 万円　　歳出総額　147 億 4468 万円特別会計

企業会計企業会計

水道事業
収入総額26億4058万円　支出総額32億3979万円　△5億9920万円
令和４年度は漏水対策の強化で有収率が81.4％に向上。
多数の水道施設の整理が課題。

下水道事業
収入総額46億5707万円　支出総額53億9896万円　△7億4188万円
令和４年度全体の下水道普及率は82.1％、接続率は73.5％。
課題は公共下水のさらなる整備と接続率の拡大。
令和10年の事業概成へ向け、市の負担は継続。

病院事業
収入総額82億2386万円　支出総額88億630万円　   △5億8244万円
昨年度に引き続いての新型コロナ感染症対策に取り組みつつ、通常診療を展開し、
各分野で新しい取り組みも始めた。継続して常勤医師の確保が課題。
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主な課題と論点
◆分科会審査

消防団員の報酬

害虫駆除対策費用

監査事務

出動報酬の中で、訓練手当の制度とは。問

害虫駆除対策として、蜂防護服のクリーニン
グの頻度は。問

8回以降の訓練手当は、団員報酬の中に含ま
れるということか。問

各市民局に何着あるのか。一年間の使用実績は。問

訓練手当の上限は7回、操法大会の年は
10回としている。国の方針で一回 4時間まで
とし、1回あたり1500 円のところを 2000 円
に変更した。

答

一年に2着で、決算金額は9000 円である。答

訓練手当の上限を超えた回数分は含まれない。
ただし、夜警は団員報酬に含む。答

峰山、大宮市民局が 3着。網野、弥栄、丹後、
久美浜市民局が 2着で合計 14着である。
令和 4年度の蜂防護服貸し出し実績は、6町
合計で155 件である。

答

市消防団イメージキャラクター「きょうたん」

蜂の防護服

監査対象のトイレ

分科会の主な意見
消防団員の報酬
◎訓練手当について年間 7回まで、操法のある年は 10回までで、それ以降の手当は出ないと聞く。年々団員確保が
　　困難な状態が続いている中、訓練に出た回数は手当に反映できるよう処遇改善に向けた検討が必要である。

監査事務
　◎事務的な工事監査は今までもあったが、技術的な側面からの工事監査は今回初めてで、国交省で工事資料を作って　　　
　　いた技術士による講習で知見を得たと職員からも評価があり大変有意義な事業であった。こういった事業は毎年で　　
　　も実施してほしいという声もあり、技術レベル向上のためにも今後の予算計上を求める。

害虫駆除対策費用
　◎市民の声で蜂の防護服を借りると臭いという苦情もある。害虫駆除対策費用の中、蜂防護服のクリーニング代は 2
　　着分、9000 円の決算であった。6町全体で 14着あり、貸し出し実績は年間 155 件と聞いている。あまりにも不
　　衛生なので検討が必要である。

総務分科会総務分科会

技術的側面の工事監査の実施に至った理由は。問

この事業による成果と今後の展開は。問

事務的な工事監査は過去にも実績があるが、
今回は技術的なもので、全国的にも例があり、
予算の認可を受け実施できた。

答

国交省で工事資料を作っていた技術士による
講習で大変参考になった。今後も2、3年に一度
は実施する必要がある。

答
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主な課題と論点
◆分科会審査

コロナ禍など学校全般の総括

授業時間の確保、各行事は実施できたか。

教員不足、働き方改革の総括は。

問

問

授業数の確保はでき、行事はほぼ予定どおり
実施。

働き方改革は部活動指導員、スクールサポー
ターの配置や部活の終了時間の繰上げなど
時間外の縮減につながった。教員未配置が　
あったが校内で子どもたちへの影響がないよ　
うに対応した。令和５年度、未配置は解消。

答

答

発達障害児等早期発見・早期療育支援事業

舞鶴の療育センター、クリニックが受診に半
年待ちと聞くが状況はどうか。問

４歳児支援に作業療法士が入ったが総括を。問

大きな課題。保健所も含め受診の優先順位の
つけ方が課題であり、府と協議をしている。答

稼働数が少なかった。令和５年度は、各町１
カ所ずつに増やした。今後、より効果的な関
わりができるよう検討していく。

答

図書館管理運営事業

新図書館に関連して、峰山図書館、弥栄・大宮
図書室の在り方については決定していないとの
ことだが、今後どのように進めていくのか。

問

方針を定める時期は決まっていない。一方で、
新図書館は、市の中央図書館という位置づけ
であり単純に１館２室を足し合わせたという
ことではない。ただし関連してくるので周辺の
サービスをどうするかは検討が必要である。

答

老朽化が進む峰山図書館

分科会の主な意見

発達障害児等早期発見・早期療育支援事業
◎クリニック待ちが大変な状況。丹後地域全体の課題として保健所とも課題共有し、取り組んでいく必要が
ある。また「にじいろノート」のバージョンアップなどで保護者の利用の垣根を低くする取り組みが必要。
◎令和４年度から作業療法士が入ったが、全ての園・所に回れていない現状がある。全ての園・所に支援が　
　しっかり行き届くようにすべきだ。

図書館管理運営事業に係る附帯意見
今後の図書館の在り方について、平成 30年の図書館協議会の答申書で、峰山図書館、弥栄図書室、大

宮図書室は統合する、との答申があった。しかしながら統合については決定していない。現在、都市拠点
の公共施設基本計画策定に向け、新図書館を含む複合施設の検討が進んでいるが、現図書館・図書室の在
り方が、新図書館の機能や規模などに大きく影響してくると考える。
よって、次の項目について指摘する。

　１．峰山図書館、弥栄図書室、大宮図書室の在り方について、地域や利用者の声を聞くこと。  
　２．教育委員会が主体となって、新図書館の構想を早急に進めること。

以上、意見とする。

文教厚生分科会文教厚生分科会
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◆分科会審査

地域経済循環促進事業・地域消費喚起事業

空き家対策事業自然あふれるビジネスモデル推進事業

ポイント導入をどう総括しているのか。問

管理不全の空き家数の状態は。問令和4年度においては約1500万円の費用
だが成果が見えているのか。問

ポイントは金融機関が主導的に運営をすべき
ではないか。問

略式代執行 2軒で 2000 万円ほどの費用が掛
かっているが回収の見込みは。問令和7年度までの5年間で約7000万円をかけ、現在

経済効果673万円はどのくらいの意味を持つのか。問

従来の紙媒体では発送に 850 万円、印刷に
550 万円かかり発送まで 1 ヶ月を要した。
デジタルポイントは即日交付でき、有効な手
段だ。

答

1792 軒の空き家があり、廃屋が 201 軒、大規
模改修が必要 252 軒、修繕すれば居住可能が
577軒、すぐに居住可能が762軒と増加傾向だ。

答コーディネート業務やプログラム作成など人
件費が多いが、企業研修の受け入れやコン
ソーシアムのメンバーの増加など目標は達成
している。

答

現在は市が事務局を持っているが、運営協議
会のなかで役割など、今後も検討が必要だと考
えている。

答

網野の土地は売却の方向で整理を進めてい
る。大宮の土地は前面道路も狭く利活用が難
しいため、土地の整理計画はない。

答今は準備期間であり令和5年度から拡大に移っ
ていく。今後、経済効果は示していける。答

【アプリ版】京丹後デジタルポイントカード

分科会の主な意見
地域経済循環促進事業・地域消費喚起事業
◎加盟店は約140店と経済の活性化に十分な規模ではない。大型給付によるインセンティブの導入、売上

　　連動の利用料負担の導入、手数料収入の導入などの施策が必要だ。
自然あふれるビジネスモデル推進事業
◎コンソーシアム参加企業が30社に増えたことは評価できるが、コワーキングスペースも含めた積極的

　　な運営や取り組みについて企業間格差があるのではと危惧する。目的では将来的な定住人口の増加を目
　　指すとなっているが、厳しいと思われる。

主な課題と論点 産業建設分科会産業建設分科会

地域消費喚起事業に係る附帯意見
　令和４年度事業として始まった京丹後デジタルポイント事業には、予算審査時に
　　①デジタルポイントの発行に際しては、市民が利活用する上で公平性に留意すること。
　　②市民に対して事業の周知を図り、利用促進に向けたリテラシー教育等の機会を検討すること。
　　③事業者に対して伴走支援を実施するなど、導入・運用しやすい環境を整備すること。
の３点が附帯決議として付された。
　１年を経て、ポイント使用額が約 60％とその公平性が確保されたとは言い難く、高齢者等へのリテラ　　
シー教育も十分ではなかった。また、事業者への加盟・運用の支援も進まず、目標の加盟店数 300 店舗　
に対し、令和４年度末で 143 店舗であった。商工会、金融機関等との連携にも課題が残った。
強い指摘を受けている利用促進と加盟店増加に向け、実効性のある施策を検討していっていただきたい。
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利
用
者

数
で
は
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
数
字
が
実

態
を
示
し
て
い
な
い
。
改
善

が
必
要
。

●
大
宮
織
物
ホ
ー
ル
と
弥

栄
機
業
セ
ン
タ
ー
。
ど
ち
ら

も
場
所
は
い
い
が
老
朽
化

が
進
む
。
早
急
に
検
討
が
必

要
。

　

都
市
拠
点
整
備
事
業
。

今
の
構
想
地
点
は
賑
わ
い

の
中
心
か
ら
少
し
遠
い
。
ま

た
、
地
権
者
の
理
解
が
不
十

分
。
こ
の
構
想
は
見
直
す
必

要
が
あ
る
。

討
が
必
要
。

●
デ
ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト
事

業
は
準
備
が
足
り
な
か
っ

た
。
商
工
会
や
信
用
金
庫
と

の
連
携
が
必
要
だ
。
使
っ
て

便
利
と
な
ら
な
い
限
り
こ
の

事
業
は
失
敗
に
終
わ
る
。

　

除
雪
対
策
。
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
確
保
と
地
区
へ
の
除

雪
機
貸
与
が
課
題
で
あ
る
。

●
コ
ロ
ナ
支
え
合
い
基
金
の

残
額
は
、
コ
ロ
ナ
で
様
々
な

機
会
を
失
っ
た
子
ど
も
達
の

事
業
に
使
っ
て
い
く
べ
き
。

●
ふ
る
さ
と
創
生
職
員
。一

期
目
の
３
年
が
す
ん
だ
が

定
住
は
進
ん
で
い
な
い
。
改

善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

消
防
団
員
の
報
酬
、
上
限

枠
が
あ
っ
て
活
動
に
見
合
っ

て
い
な
い
。
退
職
金
も
含
め

検
討
が
必
要
。

●
議
会
基
本
条
例
で
は
、
予

算
決
算
の
審
査
に
「
分
か
り

●
新
規
事
業
の
増
え
る
中
、

事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
で
き

ず
、
市
職
員
の
時
間
外
勤
務

縮
減
が
進
ま
な
い
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
の
公
的
支
援

が
な
く
な
り
物
価
高
騰
、
負

担
増
も
重
な
る
中
、
市
民
へ

の
支
援
策
が
不
十
分
。
消
費

税
減
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス
中

止
に
向
け
た
国
へ
の
要
望
が

な
か
っ
た
。

●
デ
ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト
事

業
。
高
齢
者
、
施
設
入
所
者

は
使
い
に
く
い
。
丁
寧
な
議

論
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

農
業
。
状
況
が
厳
し
く
耕

作
放
棄
者
が
増
え
て
い
る
。

市
内
の
農
家
を
守
る
独
自

政
策
が
必
要
。

　

米
軍
基
地
問
題
。
昨
年

11
月
の
人
身
事
故
は
情
報

が
大
き
く
遅
れ
た
。
大
問

題
で
あ
る
。
重
要
土
地
規
制

法
、
住
民
の
基
本
的
人
権
を

守
る
た
め
市
長
は
き
っ
ぱ
り

反
対
す
べ
き
だ
。

●
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

策
。
有
害
鳥
獣
防
除
施
設

な
ど
せ
っ
か
く
の
施
策
が
周

知
不
足
や
手
続
き
の
煩
雑

さ
で
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い

な
い
。

　

市
職
員
の
病
休
・
産
休
代

替
の
多
く
が
非
正
規
の
会

計
年
度
任
用
職
員
で
支
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
処
遇
改

善
が
不
十
分
。

　
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
。
市
の
職

員
の
Ｐ
Ｃ
ロ
グ
イ
ン
へ
の
使

用
は
問
題
だ
。

●
実
質
収
支
は
黒
字
、
財
政

の
安
定
性
、
健
全
性
は
保
持

さ
れ
て
い
る
。「
ふ
る
さ
と

納
税
10
倍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
３
年
目
、
積
極
的
取
組
で

寄
付
額
が
15
億
円
を
超
え

た
。

　

定
住
促
進
の
奨
学
金
返

還
支
援
事
業
は
１
年
目
か

ら
１
２
０
人
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

を
実
現
。
画
期
的
な
事
業
で

あ
る
。

●
観
光
公
社
。
積
極
的
な
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
本
市

の
ア
ピ
ー
ル
に
大
き
く
貢
献

し
た
。
観
光
振
興
計
画
を
進

め
る
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
期
待

す
る
。

　

道
路
橋
梁
新
設
改
良
事

業
。
市
内
に
あ
る
多
数
の
橋

の
点
検
、
修
繕
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。

　

新
シ
ル
ク
創
造
事
業
。

「
無
菌
周
年
養
蚕
」
で
繭
の

安
定
生
産
に
メ
ド
が
つ
い

た
。
今
後
生
糸
の
生
産
と
繭

を
活
用
し
た
事
業
の
具
体

化
も
見
込
ま
れ
る
。
期
待
し

た
い
。

●
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

事
業
の
数
々
は
妥
当
で
あ
っ

た
。
決
算
審
査
で
は
損
益
計

算
や
事
業
内
容
の
見
え
る

化
が
必
要
。

【
賛
成
16
・
反
対
3
で
認
定
】

意
見
交
換

反
対
討
論

賛
成
討
論

新シルク産業創造館

◆決算審査意見交換・討論



82023.11

に
対
し
て
「
こ
ど
も
ま
ん
な

か
社
会
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
で
横
串
を
差
す
こ
と
が
大

事
に
な
っ
て
く
る
。一
方
、学

校
は
教
育
だ
け
で
は
な
く
児

童
福
祉
的
な
役
割
も
大
き
く

担
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
、

そ
う
い
っ
た
機
能
と
役
割
を

持
っ
て
引
き
取
る
こ
と
も
こ

れ
か
ら
の
社
会
づ
く
り
の
中

で
重
要
と
考
え
る
。

●
こ
ど
も
に
関
す
る
現
行
の

所
管
課
が
掌
握
し
て
い
る
事

務
事
業
に
つ
い
て
、
今
ま
で

の
事
業
総
括
を
新
組
織
移
行

ま
で
に
十
分
行
う
こ
と
。

「
こ
ど
も
部
」
の
中
で
２
つ

の
課
が
で
き
る
が
、
部
と
し

て
共
有
す
べ
き
基
本
的
な

デ
ー
タ
を
個
人
の
デ
ー
タ
の

保
護
と
と
も
に
活
用
で
き
る

組
織
に
す
べ
き
。
縦
割
り
の

解
消
に
あ
た
り
教
育
委
員
会

の
部
局
と
十
分
な
連
携
、
接

続
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

て
は
場
所
が
離
れ
て
い
る
と

い
う
ネ
ッ
ク
が
無
く
な
り
、

タ
イ
ム
リ
ー
な
連
携
が
で
き

一
体
的
な
運
営
が
可
能
と
な

る
。デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
今
の
と
こ
ろ
な
い
と
考
え

て
い
る
。

問 
新
設
す
る
「
こ
ど
も
部
」

の
全
体
の
想
定
職
員
数
は
。

答 

現
状
の
人
員
は
子
ど
も

未
来
課
と
健
康
推
進
課
予
防

係
合
わ
せ
て
26
人
だ
が
、新

規
事
業
と
い
う
こ
と
と
専
門

職
の
予
定
な
ど
考
え
る
と
30

人
程
度
と
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
る
。

●
「
こ
ど
も
部
」
の
創
設
に

あ
た
り
、縦
割
り
の
解
消
と

い
う
こ
と
で
、既
存
の
体
制

『
京
丹
後
市
文
化
財
保
存
活

用
基
金
条
例
』
の
制
定

　

文
化
庁
認
定
を
受
け
た
本

市
の
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
を
推
進
す
る
上
で
必
要

な
財
源
を
確
保
し
、事
業
を

進
め
る
た
め
、京
丹
後
市
文

化
財
保
存
活
用
基
金
を
設
置

す
る
も
の
。

問 

基
金
の
具
体
的
な
使
い
道

は
。

答 

文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の

が
基
本
で
、国・
府
の
補
助
金

が
充
当
で
き
な
い
も
の
や
、今

後
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
く

よ
う
な
事
業
が
候
補
と
考
え

て
い
る
。第
一
弾
と
し
て
網
野

銚
子
山
古
墳
や
丹
後
震
災
記

念
館
の
維
持
、保
全
な
ど
を
考

え
て
い
る
。

問 

文
化
財
の
修
繕
に
つ
い

て
、予
算
を
超
え
て
申
請
が
あ

る
と
補
助
率
が
下
が
る
こ
と

が
あ
っ
た
が
こ
の
基
金
が
あ

れ
ば
予
算
を
上
回
る
申
請
が

あ
っ
た
場
合
、活
用
す
る
こ
と

は
可
能
か
。

答 

基
金
か
ら
財
源
を
充
て

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

意
見
交
換

意
見
交
換

賛
成
討
論

◆条例の制定と一部改正

問 

今
回
の
設
置
予
定
の
「
こ

ど
も
部
」
の
対
象
と
は
。

答 

全
て
の
妊
産
婦
及
び
こ

ど
も
と
そ
の
家
庭
で
、こ
ど

も
の
概
念
と
し
て
は
18
歳
ま

で
と
法
律
上
あ
る
が
、そ
れ

以
上
に
つ
い
て
も
こ
ど
も
の

カ
テ
ゴ
リ
に
な
る
場
合
も
あ

り
、柔
軟
な
対
応
を
行
っ
て

い
く
。

問 

縦
割
り
に
な
り
結
果
連
携

不
足
な
ど
の
弊
害
が
出
て
く

る
の
で
は
。

答 

そ
の
あ
た
り
は
丁
寧
に
対

応
し
て
い
く
。今
ま
で
子
ど
も

未
来
課
と
学
校
教
育
課
で
連

携
を
し
て
き
た
実
績
も
あ
り
、

情
報
共
有
、課
題
意
識
な
ど

緊
密
な
連
携
は
可
能
と
考
え

る
。

問 

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

設
置
の
メ
リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ

ト
は
。

答 

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、ま
ず

市
民
の
側
に
立
っ
て
み
る

と
、こ
ど
も
の
こ
と
は
全
て

「
こ
ど
も
部
」
で
所
管
す
る

こ
と
で
分
か
り
や
す
く
、窓

口
も
一
本
化
と
な
り
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
利
便
性

が
図
れ
る
。行
政
側
に
と
っ

●
基
金
は
国
・
府
の
対
象
に

な
ら
な
い
事
業
に
充
て
ら
れ

る
。
例
と
し
て
網
野
銚
子
山

古
墳
の
活
用
、
丹
後
震
災
記

念
館
、
赤
坂
今
井
墳
墓
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
た
。
い
ろ
い
ろ

な
文
化
財
の
活
用
の
た
め
に

重
要
な
基
金
と
考
え
る
が
、

１
０
０
０
万
円
で
は
少
な
す

ぎ
る
。
計
画
的
に
基
金
を
積

み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

●
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
文

化
財
の
修
繕
に
お
い
て
、
年

に
よ
っ
て
予
算
が
不
足
し
補

助
率
が
下
が
る
と
い
う
課
題

が
あ
っ
た
。
今
後
は
こ
の
基

金
を
積
み
立
て
る
こ
と
で
そ

の
課
題
が
多
少
解
消
し
て
い

く
こ
と
は
評
価
す
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

こども家庭センターのイメージ

京丹後市組織条例の一部改正について
　国においてこども家庭庁が創設され、こどもまんなか社会の実現に向けて、令和６年４月に「こども
家庭センター」の設置に努める国の方向性の中で、本市において「こども部」を新たに創設するため
所要の改正を行うもの。
　今回の審査については、総務常任委員会に付託されたが、文教厚生常任委員会の所管する内容も多く
あり両委員会で連合審査を行った。

震災記念館の維持、保全へ
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答 

本
市
発
足
以
来
、最
大
級

の
事
業
。土
木
工
事
の
事
業

者
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
を

想
定
し
、意
見
交
換
を
行
う

中
で
、検
討
を
行
っ
て
い
る

状
況
。

問 

80
億
円
の
う
ち
市
の
実

質
負
担
は
ど
の
程
度
に
な
る

の
か
。

答 

約
26
億
円
を
償
還
期
間

の
中
で
分
割
返
済
し
て
い

く
。

●
事
業
所
の
光
熱
費
対
策

は
引
き
上
げ
に
よ
り
一
定
改

善
さ
れ
た
と
評
価
す
る
が
、

引
き
続
き
注
視
し
て
い
き
た

い
。

●
観
光
庁
の
高
付
加
価
値
化

事
業
に
つ
い
て
、
全
国
か
ら

多
く
の
公
募
が
あ
る
中
で
、

２
年
連
続
の
採
択
は
評
価
で

問 

７
月
豪
雨
に
よ
る
被
災

は
こ
れ
で
全
て
か
。

答 

各
地
区
か
ら
被
害
報
告

を
受
け
た
も
の
を
今
回
専
決

で
対
応
。７
月
の
部
分
に
つ

い
て
は
す
べ
て
計
上
し
て
い

る
。

問 

災
害
復
旧
の
財
源
が
す

べ
て
一
般
財
源
で
あ
る
が
、

国
庫
補
助
の
対
象
に
は
な
ら

な
い
の
か
。

答 

国
庫
補
助
の
対
象
に
は

な
ら
な
い
。地
方
債
の
適
否

に
つ
い
て
は
検
討
を
行
っ
て

い
る
。【

全
員
賛
成
で
承
認
】

◎
物
価
高
騰
対
策

問 

既
存
制
度
の
拡
充
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、国
の
動

き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

か
。

答 

国
は
対
策
に
つ
い
て
９

月
末
の
期
限
を
延
長
す
る
と

聞
い
て
い
る
。ガ
ソ
リ
ン
高

騰
を
含
め
円
安
の
影
響
が
非

常
に
大
き
い
。国
の
支
援
と

合
わ
せ
て
本
市
の
支
援
も
引

き
続
き
行
う
必
要
が
あ
る
。

き
る
。

●
最
終
処
分
場
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
事
業
費
が
80
億
円

近
く
ま
で
膨
れ
上
が
っ
て
い

る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
予
算

管
理
に
し
っ
か
り
取
り
組
む

べ
き
。

●
農
業
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
防
霜
フ
ァ
ン
の
効
果
が

期
待
で
き
る
。
お
茶
の
生
産

に
も
力
を
い
れ
る
べ
き
で
賛

成
し
た
い
。

●
物
価
高
騰
対
策
の
拡
充

は
、
長
引
く
物
価
高
騰
の
中

で
、
中
小
零
細
企
業
や
市
民

の
暮
ら
し
と
雇
用
を
守
る
た

め
に
必
要
な
施
策
と
評
価
す

る
。

●
文
化
財
保
存
活
用
基
金

は
、
地
域
へ
制
度
の
周
知
を

行
っ
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て

歴
史
文
化
都
市
宣
言
を
有
言

実
行
し
て
行
く
こ
と
に
期
待

す
る
。【

全
員
賛
成
で
可
決
】

補
正
第
５
号

補
正
第
６
号

意
見
交
換

賛
成
討
論

◎
文
化
財
保
存
活
用
基
金

問 

令
和
６
年
度
に
網
野
銚

子
山
古
墳
の
整
備
が
完
了
す

る
。当
面
の
積
み
立
て
規
模

と
対
象
事
業
の
予
定
は
ど
う

か
。

答 

規
模
感
に
つ
い
て
は
現

時
点
で
示
す
の
は
難
し
い
。

次
の
想
定
事
業
に
つ
い
て
決

め
て
は
い
な
い
が
、丹
後
震

災
記
念
館
の
維
持
保
全
は
大

き
な
課
題
で
あ
る
し
、丹
後

古
代
の
里
資
料
館
も
改
修
時

期
が
く
る
の
で
候
補
に
な
る

と
考
え
る
。

◎
新
最
終
処
分
場
建
設
事
業

問 

整
備
計
画
の
見
直
し
に

つ
い
て
。

答 

用
地
買
収
の
完
了
が
今

年
度
７
月
と
な
り
、防
災
調

整
池
の
関
係
で
京
都
府
と
の

協
議
が
長
引
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
遅
れ
た
。工
事
期
間

は
３
カ
年
で
変
更
な
い
が
、

１
年
間
計
画
を
延
長
し
、継

続
費
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

問 

大
き
な
事
業
だ
が
、変
更

が
あ
っ
た
こ
と
に
関
し
、事

業
者
、建
設
業
界
の
団
体
な

ど
と
し
っ
か
り
協
議
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

◆補正予算

逼迫する本市の最終処分場

令和5年度一般会計補正予算（第5号）　　   5410万円（専決処分）…【全員賛成で承認】

●物価高騰対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8734万円
エネルギー価格高騰対策支援給付金、子育て世帯生活支援給付金、畜産飼料高騰対策支援給付金
●観光庁高付加価値化事業実証実験負担金等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 331万円
市内観光施設における再生、高付加価値化に向けた観光庁の補助事業採択に伴う人員配置と実証実験の負担金
●こども家庭センター設置事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1483万円
児童福祉法改正による国の動きを基に、本市の子ども・子育てに関する施策を包括する「こども部」を創設。
部内に「こども家庭センター」を設置し、こどもを中心に据えたまちづくりを推進するもの
●文化財保存活用基金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1000万円
京丹後市文化財保存活用地域計画に基づき、文化財の保存活用を進めるにあたり必要な財源を確保するために設置
●災害復旧事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7288万円
7月豪雨により被災した公共土木施設、農地・農業用施設の復旧事業
●新最終処分場建設事業　　　　　　　　　　　　　　　　 　  △2億3635万円（補正後1億277万円）
設計概要確定による整備計画及び継続費の見直し（変更後：令和５年～令和８年度の４カ年・79億9800万円）

7月豪雨による被害の早期復旧に向けた設計費と応急復旧経費

令和5年度一般会計補正予算（第6号）　３億5341万円 …………………【全員賛成で可決】
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9月定例会  一般質問
一般質問は、令和5年9月13日、14日、15日の日程で行い、14人の
議員が質問し、市長等に答弁を求めました。
一般質問とは…議員が、市政運営全般にわたり、問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直接　　　　
　　　　　　　求めるものです。

https://www.city.kyotango.lg.jp/shigikai/

パソコンやスマートフォンで議会の
中継・録画が視聴できます。＞＞＞

市 政 を

京丹後市議会

問
今
後
、
長
時
間
の
火
災

活
動
に
お
け
る
食
材
の
提
供

は
。

大
規
模
な
火
災
が
発

生
し
、
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
た
場
合
、
消
防
本

部
、
消
防
団
と
情
報
共
有

を
行
い
、
で
き
る
だ
け
早
い

段
階
で
、
食
料
支
援
が
で

き
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

問
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い

て
の
対
応
は
。

訓
練
等
に
対
す
る
負

担
軽
減
を
求
め
る
意
見
が

有
り
、
訓
練
内
容
の
見
直

し
、
市
操
法
大
会
へ
の
出

場
隊
を
半
減
す
る
な
ど
取

り
組
ん
で
い
る
。

農
業
振
興

問
遊
休
農
地
・
耕
作
し
て

い
な
い
土
地
に
つ
い
て
市
の

考
え
は
。将

来
、
農
地
と
し
て

守
る
べ
き
農
地
、
そ
う
で
な

い
農
地
の
線
引
き
を
し
な

が
ら
、
守
る
べ
き
農
地
に
つ

い
て
は
誰
が
ど
の
よ
う
に
守

る
か
を
話
し
合
う
こ
と
と

な
る
。
今
後
、
守
る
べ
き

農
地
エ
リ
ア
内
に
耕
作
さ

れ
て
い
な
い
農
地
は
、
地

主
・
耕
作
者
の
意
向
を
も

と
に
、
農
地
再
生
の
支
援

事
業
の
活
用
も
見
据
え
な

が
ら
、
活
用
の
提
案
な
ど

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
小
規
模
農
業
者
支
援

事
業
の
補
助
経
費
・
補
助

率
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

高
額
な
農
業
機
械

等
も
高
騰
し
て
い
る
状
況

の
中
、
補
助
率
や
補
助
上

限
額
の
考
え
方
も
整
理
し
、

適
切
に
対
応
、
後
押
し
し

て
今
後
の
方
向
性
や
在
り

方
を
検
討
す
る
。

高
齢
者
の
免
許
返
納

問
免
許
返
納
さ
れ
た
方

に
、
外
出
の
機
会
を
増
や

す
た
め
に
電
動
シ
ニ
ア
カ
ー

の
購
入
補
助
制
度
を
。

購
入
補
助
制
度
は
、

様
々
な
状
況
や
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
、
高
齢
者
の
外
出

機
会
と
社
会
参
加
の
拡
大

を
図
る
た
め
、
問
題
意
識

を
も
ち
な
が
ら
、
他
市
町

の
状
況
も
見
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

箱石林野火災

◆一般質問

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

長
時
間
の
火
災
で
、
食
材
支
援

を
し
な
か
っ
た
の
か

本
部
と
情
報
共
有
の
中
、
消
防

団
で
調
達
し
た

一般質問

市
長

政  友  会

和
わ だ

田 正
まさゆき

幸

問う

掲載は質問順、内容は本人から提出された要約原稿です。また、ケーブルテレビ11チャンネル
での放送や京丹後市ホームページで配信していますのでご覧ください。
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問 

被
害
の
復
旧
・
再
生
に

向
け
、
市
民
の
声
を
ど
の

よ
う
に
活
か
す
の
か
。

 

【
保
安
林
】
市
が
主

体
と
な
っ
て
地
元
か
ら
要
望

を
伺
い
、
府
と
の
調
整
役

と
し
て
対
応
す
る
。

【
遊
歩
道
】
現
状
復
旧
を
基

本
と
し
、箱
石
区
、葛
野
区
、

観
光
協
会
と
協
議
し
て
方

向
性
を
決
め
る
。

【
海
浜
植
物
】
自
生
場
所
な

ど
を
地
元
に
確
認
し
、
環

境
省
・
京
都
府
と
連
携
し

て
経
過
観
察
を
行
う
。　

問 

復
旧
に
あ
た
り
、
新
た

な
地
域
振
興
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
市

の
見
解
は
ど
う
か
。

 

地
元
か
ら
の
要
望

を
踏
ま
え
た
復
旧
や
地
域

づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、

必
要
な
事
業
や
支
援
が
行

え
る
よ
う
京
都
府
と
調
整

し
て
行
き
た
い
。

問 

箱
石
浜
遺
物
包
含
地
の

整
備
に
向
け
た
市
の
見
解

は
ど
う
か
。

 

銚
子
山
古
墳
の
整

備
完
了
後
、
次
の
調
査
候

補
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付

け
る
必
要
が
あ
る
。

問 

水
利
の
課
題
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
今
後
の
整
備
に

つ
い
て
ど
う
か
。

 

消
防
水
利
の
充
足
率

が
低
い
地
区
を
中
心
に
消

防
水
利
を
設
置
し
、
計
画

を
進
め
て
い
る
。

問 

消
防
団
へ
の
食
事
の
提

供
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
ど

う
か
。 

災
害
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
て
い
る
火
災
が
提

供
の
条
件
。
今
回
条
件
に

合
致
し
た
が
、
結
果
と
し

て
自
分
た
ち
で
調
達
す
る

と
い
う
消
防
団
に
甘
え
る

事
と
な
っ
た
。

問 

消
防
団
へ
の
支
援
体
制

に
つ
い
て
、
課
題
が
露
見
し

た
。
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

ど
う
か
。

 

火
災
の
時
間
や
場

所
な
ど
を
考
慮
し
、
柔
軟

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

ご
み
の
野
外
焼
却
に
つ

い
て
市
の
考
え
方
は
。

 

例
外
を
除
き
、
廃

掃
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て

い
る
。
広
報
紙
等
で
啓
発

を
行
い
、
通
報
を
受
け
た

場
合
は
直
接
説
明
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
在
り
方
を

検
証
し
な
が
ら
、
指
導
啓

発
を
行
っ
て
い
く
。

◆一般質問

問 

国
の
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
に
つ
い
て
長
寿
命

化
の
工
事
条
件
の
制
約
や
、

交
付
率
の
減
少
も
あ
り
、

農
地
の
維
持
管
理
に
影
響

が
出
て
い
る
が
市
の
取
り
組

み
は
。 

府
内
で
一
番
の
活
動

面
積
で
あ
る
。
持
続
可
能

な
本
市
の
農
業
が
推
進
に

向
け
、
国
・
府
な
ど
へ
引

き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
協
会　

問 

ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
移
行

に
よ
り
、
支
部
で
行
っ
て
い

た
活
動
が
で
き
な
く
な
り
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
影

響
が
出
て
い
る
。
市
も
し
っ

か
り
関
わ
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
。 

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
は
重
要
で
あ
る
。
協
会

で
も
新
し
い
支
援
の
方
法

を
検
討
し
て
い
る
。
今
年

度
か
ら
事
務
局
長
を
派
遣

し
、
協
会
の
主
体
性
を
尊

重
し
な
が
ら
連
携
・
協
働
、

支
援
を
し
て
い
く
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
問

題問 

飼
い
主
の
い
な
い
猫
や
、

多
頭
飼
育
崩
壊
の
猫
は
、

動
物
愛
護
法
の
改
正
で
原

則
、
保
健
所
で
引
き
取
ら

な
い
。
そ
の
中
、
個
人
や

団
体
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
保

護
猫
の
活
動
を
し
て
い
る
が

市
の
認
識
は
。

 

飼
い
主
の
い
な
い
猫

が
地
域
課
題
と
な
る
中
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
は
非

常
に
貴
重
か
つ
重
要
。
他

市
町
の
支
援
状
況
を
踏
ま

え
対
策
を
講
じ
た
い
。

問 

他
自
治
体
で
も
取
り
組

み
が
増
え
て
い
る
、
飼
い
主

の
い
な
い
猫
の
不
妊
去
勢
手

術
（
Ｔ
Ｎ
Ｒ
）
に
補
助
が
で

き
な
い
か
。

 

制
度
化
に
向
け
検
討

し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
助
成

問 

助
成
を
し
て
い
る
自
治

体
も
増
え
て
い
る
。
本
市

で
も
で
き
な
い
か
。

 

国
で
集
団
的
流
行
の

抑
制
の
効
果
が
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
か
ら
任
意
予
防

接
種
と
な
っ
た
経
緯
が
あ

る
。
健
康
被
害
の
国
の
補

償
も
な
い
こ
と
か
ら
予
定

を
し
て
い
な
い
。

ボランティアに保護された子猫たち

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

焼損した箱石海岸の遊歩道

地
域
の
実
情
や
課
題
解
決
の
事

業
に
も
っ
と
取
組
む
べ
き

地
域
の
生
活
の
現
場
に
安
全
と

活
力
を
作
っ
て
い
く

一般質問

市
長

丹  政  会

東
ひがしだ

田 真
ま き

希

焼
損
し
た
遊
歩
道
の
復
旧
に
つ

い
て
市
の
考
え
は

唯
一
無
二
の
コ
ン
テ
ン
ツ
。
復

旧
し
な
い
選
択
肢
は
無
い

一般質問

市
長

丹  政  会

和
わ だ

田  晋
すすむ
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問 

こ
れ
か
ら
の
学
校
に
お

け
る
防
災
教
育
は
。

教
育
長 

児
童
生
徒
が
暮
ら

す
地
域
の
災
害
の
特
性
を

知
り
、
支
え
る
・
生
き
る

力
を
身
に
つ
け
る
。

問 

小
学
校
や
中
学
校
に
お

け
る
熱
中
症
対
策
は
。

教
育
長 

熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
や
暑
さ
指
数
を
基

に
、
活
動
の
中
止
や
制
限

を
設
け
対
応
し
て
い
る
。

問 

体
育
館
等
の
施
設
へ
の

冷
暖
房
設
備
の
設
置
や
物

品
の
購
入
計
画
は
。

教
育
長 

学
校
施
設
長
寿
命

化
計
画
に
お
け
る
改
修
計

画
の
中
で
検
討
す
る
。

問 

い
つ
整
備
に
取
り
組
む

の
か
。

教
育
長 
毎
年
の
計
画
見
直

し
の
中
で
、
学
校
現
場
の

声
や
財
源
確
保
を
踏
ま
え

て
の
検
討
と
な
る
。

避
難
所
の
資
材
保
管
庫
は

問 

避
難
所
と
な
る
学
校
施

設
に
設
置
し
た
保
管
庫
の

活
用
状
況
は
。

 

保
管
庫
内
の
温
度
が

高
温
と
な
り
、
飲
食
物
品

の
備
蓄
は
行
っ
て
い
な
い
。

毛
布
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
、

簡
易
ト
イ
レ
な
ど
の
物
資

を
保
管
し
て
い
る
。

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
取
り
組

み
は

問 

京
丹
後
市
に
お
け
る
こ

れ
か
ら
の
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

 

各
分
野
で
工
夫
を

し
、
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
考

え
方
を
取
り
入
れ
て
い
く
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
日
常
・

災
害
時
に
お
け
る
情
報
収

集
や
通
信
手
段
の
整
備
を

進
め
て
い
る
。

学
校
の
適
正
配
置
の
取
り

組
み
は

問 

閉
校
と
な
っ
た
学
校
施

設
の
活
用
に
つ
い
て
、
地
域

か
ら
の
声
は
。

教
育
長 

こ
れ
ま
で
３
地
域

か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。

問 

未
活
用
と
な
っ
て
い
る

学
校
跡
施
設
の
今
後
の
取

り
組
み
は
。

教
育
長 

地
域
の
活
性
化
に

有
効
な
活
用
が
で
き
る
よ

う
に
、
地
域
の
利
用
希
望

を
丁
寧
に
聞
き
、
柔
軟
な

対
応
を
検
討
し
た
い
。

問 

市
長
の
ま
ち
づ
く
り
の

思
い
は
16
年
間
で
ど
こ
ま
で

達
成
で
き
た
か
。

 

16
年
間
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
盤
で
あ
る
財
政
の

健
全
化
に
努
め
た
。
又
、

生
活
基
盤
の
元
に
な
る
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
も
積
極
的

に
投
資
に
努
め
た
が
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
等
の
影
響
で
、

ま
ち
づ
く
り
の
新
市
建
設

計
画
は
遅
れ
る
事
に
な
っ

た
。

問 

財
政
の
健
全
化
に
努
め

た
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
市

民
の
中
に
は
合
併
し
て
よ

か
っ
た
の
か
と
い
う
思
い
が

あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
積

極
的
な
イ
ン
フ
ラ
投
資
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

 

災
害
対
策
、
経
済
状

況
、
国
の
法
律
改
正
な
ど

で
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
必
要

な
合
併
特
例
債
の
活
用
に

慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

問 

結
果
と
し
て
、
も
っ
と

特
例
債
を
活
用
す
べ
き
で

あ
っ
た
と
思
う
が
。

 
合
併
特
例
債
の
期

限
な
ど
、
当
時
非
常
に
厳

し
い
状
況
で
あ
っ
た
事
を
思

え
ば
や
む
を
得
な
か
っ
た
と

思
う
。

問 

今
後
、
ま
だ
ま
だ
や
ら

ね
ば
な
ら
な
い
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
あ
る
が
今
後
ど
の
よ
う

に
対
応
さ
れ
る
の
か
。

 

過
疎
対
策
債
の
枠

を
広
げ
て
い
た
だ
く
よ
う

国
に
要
望
す
る
。
又
ふ
る

さ
と
納
税
の
拡
充
や
合
併

特
例
積
の
延
長
な
ど
国
に

要
望
し
、
残
さ
れ
た
大
型

事
業
に
対
応
し
て
い
く
。

活
イ
カ
は
観
光
振
興
に
な

る
の
か

問 

活
イ
カ
の
観
光
へ
の
取

り
組
み
は
宿
泊
事
業
者
か

ら
も
宿
泊
予
約
に
つ
な
が
る

事
業
と
聞
い
て
い
る
。
し
か

し
、
活
イ
カ
の
供
給
が
不

安
定
の
た
め
予
約
が
受
け

ら
れ
な
い
。
今
後
の
対
応

は
。 

活
イ
カ
の
事
業
は
誘

客
促
進
に
有
効
な
事
業
と

認
識
し
て
い
る
。
次
年
度

か
ら
久
美
浜
の
定
置
網
で

の
提
供
や
、
朝
獲
れ
の
白

イ
カ
の
活
用
な
ど
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

◆一般質問

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

各小中学校施設に設置された資材保管庫

活イカの安定供給を

市
政
20
年
の
成
果
は

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
取
り
組
ん
だ

一般質問

市
長

丹  政  会

池
い け だ

田 惠
けいいち

一

学
校
に
お
け
る
防
災
訓
練
は

火
災
・
地
震
の
訓
練
を
全
て
の

学
校
で
実
施

一般質問
教
育
長

新  政  会

川
か わ と

戸 一
い つ お

生
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問 

直
近
２
年
間
の
寄
付
状

況
は
順
調
に
伸
び
て
い
て
、

こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
今

年
は
約
25
億
円
で
件
数
は

約
13
万
件
と
な
る
が
、
あ

く
ま
で
目
標
の
30
億
円
を

目
指
す
の
か
。

 

８
月
末
現
在
順
調

に
進
捗
し
て
い
る
。
年
末

に
向
け
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
く
維
持
す
る
努

力
を
し
、
30
億
円
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。　

問 

供
給
量
不
足
解
消
の
た

め
「
ふ
る
さ
と
納
税
3・０
」

と
い
う
Ｃ
Ｆ
型
の
取
り
組
み

を
産
官
金
の
連
携
の
も
と

大
き
く
展
開
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
今
後
の
展
望

は
。 

市
内
外
の
企
業
誘

致
や
市
内
経
済
の
活
性
化

が
目
的
で
、
市
場
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
商
品
開
発
が
で

き
、
金
融
機
関
か
ら
の
紹

介
や
提
案
で
マ
ッ
チ
ン
グ
を

図
る
ス
キ
ー
ム
。
３
者
と

も
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
が

保
持
で
き
、
手
応
え
は
十

分
感
じ
て
い
る
。

問 

寄
付
金
額
を
増
や
し

て
い
く
た
め
の
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
と
は
。

 

認
知
度
や
知
名
度
を

高
め
、
潜
在
し
て
い
る
寄

付
者
層
を
巻
き
込
む
た
め

に
Ｔ
Ｖ
番
組
と
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
る
ほ

か
、
民
間
副
業
人
材
の
活

用
で
都
市
部
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
し

て
い
く
。

問 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
今
後

の
取
り
組
み
と
は
。

 

昨
年
度
、
初
め
て
16

社
よ
り
約
１
４
０
０
万
円

の
寄
付
を
頂
戴
し
た
。ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
や

リ
ピ
ー
タ
ー
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
、
そ
し
て
理
事
者
に
よ

る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
予
定

し
て
い
る
。

問 

今
年
10
月
か
ら
の
制
度

改
正
で
熟
成
肉
と
精
米
に

関
し
て
府
内
産
に
限
る
こ

と
と
、寄
付
後
の
処
理
経
費

も
必
要
経
費
の
中
に
含
む

こ
と
が
変
更
点
と
な
る
が
、

対
応
策
は
。

 

現
在
、熟
成
肉
の
事

業
展
開
を
し
て
い
る
が
、府

内
産
で
の
調
整
を
検
討
し

て
い
る
。必
要
経
費
に
つ
い

て
は
、基
準
内
に
収
ま
る
よ

う
寄
付
額
の
設
定
調
整
を

行
う
予
定
。

◆一般質問

問 

「
丹
波
バ
イ
パ
ス
」
地

権
者
へ
は
、
誠
心
誠
意
対

応
す
る
、と
し
た
。
そ
の
後
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て

き
た
か
。

 

府
と
市
が
一
緒
に

な
っ
て
、
丁
寧
に
説
明
を
し

て
き
た
。
引
き
続
き
ご
理

解
を
頂
け
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。　

問 

市
長
は
、
地
権
者
対
応

に
も
っ
と
積
極
的
に
関
わ
っ

て
し
か
る
べ
き
だ
。

 

府
の
事
業
だ
が
、
本

市
に
と
っ
て
も
大
切
な
意
味

を
持
つ
事
業
で
あ
り
問
題

意
識
を
持
っ
て
い
る
。
契
約

に
向
け
て
前
向
き
な
交
渉

を
進
め
て
お
り
、
動
向
を

見
守
っ
て
い
る
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
負
担
に
つ
い
て

問 

障
害
者
施
設
に
通
っ
て

工
賃
を
得
て
い
る
障
害
の
あ

る
方
の
食
費
が
工
賃
か
ら

天
引
き
さ
れ
る
と
、
マ
イ
ナ

ス
に
な
る
人
も
あ
る
。
同

じ
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

中
で
矛
盾
を
感
じ
る
。
こ

の
課
題
を
認
識
し
て
い
る
の

か
。
実
質
的
な
２
０
０
円

程
度
の
食
費
を
助
成
し
て

は
ど
う
か
。

 

関
係
団
体
か
ら
真

剣
な
要
望
を
頂
い
て
お
り

承
知
し
て
い
る
が
、
障
害

者
総
合
支
援
法
で
は
食
費

は
実
費
負
担
と
さ
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
助
成
制
度

の
創
設
は
実
質
的
な
工
賃

の
ア
ッ
プ
と
利
用
者
の
意
欲

向
上
に
も
つ
な
が
り
、
有

意
義
な
も
の
と
考
え
る
。

現
状
を
総
合
的
に
考
慮
し
、

制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

問 

心
の
幸
せ
（
ソ
フ
ト
）

と
、
目
に
見
え
る
形
の
幸

せ
（
ハ
ー
ド
）。
市
長
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
ハ
ー
ド
政
策

よ
り
ソ
フ
ト
政
策
に
よ
り
多

く
注
が
れ
て
き
た
。
私
に
は

そ
の
よ
う
に
映
る
。
公
共

施
設
の
跡
地
活
用
、
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
社
会
資
本

整
備
、
生
活
に
身
近
な
イ

ン
フ
ラ
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
が

置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
な
い

か
。 

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
は

合
併
以
来
精
力
を
つ
ぎ
込

ん
で
き
た
。
生
活
に
密
着

し
た
公
共
事
業
に
は
、
大

切
さ
を
毎
年
受
け
止
め
な

が
ら
推
進
し
て
き
た
。

未だに、つながらない「丹波バイパス」

ふるさと納税を通じた「産官金」の連携締結

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

市
長
は
、
地
権
者
対
応
に
も
っ

と
積
極
的
に
関
わ
る
べ
き
だ

市
役
所
を
挙
げ
て
、全
力
で
対

応
し
て
い
る

一般質問

市
長

新  政  会

金
か ね だ

田 琮
そうじん

仁

ふ
る
さ
と
納
税
10
倍
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
最
終
年
度
の
取
り
組
み
は

産
官
金
に
よ
る
地
場
産
業
振
興

を
中
心
に
地
方
創
生
を
進
め
る

一般質問

市
長

新  政  会

多
た が の

賀野一
かずひこ

彦
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問 

来
年
３
月
16
日
の
北
陸

新
幹
線
金
沢
―
敦
賀
間
開

通
に
合
わ
せ
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

は
新
た
に
観
光
列
車
を
導

入
す
る
と
発
表
し
た
。
敦

賀
―
城
崎
温
泉
駅
間
を
運

行
し
夕
日
ヶ
浦
木
津
温
泉

駅
に
停
車
す
る
と
い
う
。

遠
く
北
関
東
ま
で
の
沿
線

各
都
市
と
の
相
互
交
流
、

観
光
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
大
き

く
広
が
る
可
能
性
を
秘
め

た
明
る
い
大
き
な
出
来
事

で
あ
り
ま
す
。
市
の
方
針

を
お
尋
ね
す
る
。

 

絶
好
の
機
会
と
と
ら

え
て
運
動
し
て
ま
い
り
た

い
。
来
年
は
久
美
浜
、
網

野
、
峰
山
等
の
停
車
も
お

願
い
し
た
い
。
他
市
と
の
連

携
も
考
え
あ
る
い
は
単
独

で
も
定
期
列
車
運
行
も
含

め
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
継
続

的
に
強
力
に
お
願
い
交
渉

し
て
ま
い
り
た
い
。　

問 

市
長
は
サ
ン
カ
イ
カ

ン
施
設
条
例
第
１
条
に
は

「
も
っ
ぱ
ら
」
図
る
と
は
規

定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
地

元
の
産
品
を
差
し
置
い
て

他
産
地
の
品
を
販
売
し
て

も
条
例
に
抵
触
す
る
も
の

で
は
な
い
と
さ
れ
る
が
改
め

て
市
長
の
説
明
を
求
め
た

い
。 

市
内
の
産
品
を
補
完

し
て
販
売
し
、
ブ
ラ
ン
ド

化
を
定
着
、
後
押
し
し
、

促
す
目
的
で
あ
る
な
ら
、

目
的
に
叶
う
範
囲
の
も
の

ま
で
全
部
を
排
除
す
る
も

の
で
は
な
い
と
理
解
す
る
。

問 

人
口
減
少
が
す
さ
ま
じ

い
。「
自
分
た
ち
の
地
域
は

消
滅
す
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
強
い
危
機
感
の
共
有

が
地
域
住
民
に
重
要
不
可

欠
だ
。
そ
れ
に
は
地
域
の

人
口
状
況
、
情
報
を
「
不

都
合
な
真
実
」
を
含
め
細

大
漏
ら
さ
ず
伝
え
る
こ
と

が
重
要
だ
。
10
年
後
20
年

後
の
見
通
し
も
提
供
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
え

て
解
決
策
も
示
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
情
報
の
小

出
し
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

 

新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作

り
の
な
か
等
で
行
政
区
ご

と
の
２
０
４
５
年
の
人
口

状
況
を
社
人
研
の
推
定
値

を
も
と
に
提
供
し
て
い
る
。

子
ど
も
、
出
産
適
齢
期
女

性
、
生
産
年
齢
層
の
数
な

ど
は
提
供
し
て
い
な
い
。

風
力
発
電
・
脱
炭
素

問 

磯
砂
風
力
の
風
況
調
査

跡
地
は
裸
地
の
ま
ま
、
ど

う
管
理
す
る
の
か
。

 

５
年
間
天
然
更
新

を
見
守
る
。

問 

脱
炭
素
へ
向
け
小
水
力

発
電
の
研
究
が
必
要
で
は
な

い
か
。 

本
市
の
水
環
境
は
豊

か
で
小
水
力
は
魅
力
が
あ

る
。
課
題
は
あ
る
が
積
極

的
に
向
き
合
い
た
い
。

市
政
の
諸
課
題

問 

防
災
倉
庫
撤
去
、
予
定

に
な
か
っ
た
入
札
成
立
で
相

当
額
の
経
費
軽
減
が
実
現

し
た
。
反
省
点
は
。

 

柔
軟
な
発
想
が
必
要

だ
と
認
識
し
た
。

問 

市
の
デ
ジ
タ
ル
ポ
イ
ン

ト
事
業
、
成
功
の
自
治
体

の
や
り
方
は
、
カ
ー
ド
の
全

員
配
布
、
ポ
イ
ン
ト
付
与

の
大
胆
さ
、
事
業
者
負
担

の
軽
さ
な
ど
。
市
の
認
識

は
ど
う
か
。

 

「
あ
り
方
検
討
会
」

で
論
議
中
。
ご
意
見
も
参

考
に
し
た
い
。

問 
丹
後
町
の
竹
野
川
周

辺
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
定
住
し

た
。
健
全
な
自
然
環
境
が

コ
ウ
ノ
ト
リ
に
選
ば
れ
た
。

共
に
生
き
る
地
域
を
目
指

す
べ
き
で
は
。

 

豊
岡
市
と
京
丹
後
市

は
平
成
23
年
に
「
共
同
宣

言
」
を
出
し
た
。
丹
後
町

に
も
増
え
て
い
る
こ
と
は
嬉

し
い
。
共
生
の
取
り
組
み

を
進
め
た
い
。

問 

国
道
１
７
８
号
の
上
野

平
バ
イ
パ
ス
、
完
成
の
見
通

し
は
。 

府
の
事
業
で
現
在
９

年
目
、
当
初
令
和
３
年
度

完
成
と
さ
れ
た
が
、
現
在

は
未
定
だ
。

問 

宇
川
地
域
の
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
、
存
続
を
危
ぶ

む
声
が
出
て
い
る
。
市
は
支

援
を
で
き
な
い
か
。

 

国
の
補
助
金
な
ど
も

含
め
存
続
の
方
向
を
模
索

し
た
い
。

米
軍
基
地
関
係

問 

６
月
と
７
月
に
ま
た
米

軍
関
係
者
の
事
故
が
あ
っ
た

が
、
情
報
の
提
供
が
遅
過

ぎ
る
。
市
の
認
識
が
弱
い
の

で
は
な
い
か
。

 

防
衛
局
の
「
対
策
推

進
チ
ー
ム
」
に
今
後
も
速

や
か
な
情
報
提
供
を
求
め

た
い
。

◆一般質問

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

８月、竹野川大門橋付近

新たな観光列車が停車する木津温泉駅

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
定
住
、
共
生
の

ま
ち
づ
く
り
を

歓
迎
す
る
。
し
っ
か
り
取
り
組

み
た
い

一般質問

市
長

創　　明

永
な が い

井 友
ともあき

昭

地
域
の
人
口
状
況
を
細
大
漏
ら

さ
ず
伝
え
る
こ
と
が
重
要
だ

子
ど
も
、
出
産
適
齢
期
女
性
、

生
産
年
齢
層
数
は
未
提
供
だ

一般質問

市
長

創　　明

浜
はまおか

岡大
だいじろう

二郎
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問 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症「
９

波
」
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い

る
。
物
価
高
騰
が
続
き
コ
ロ

ナ
感
染
症
へ
の
公
的
支
援
が

打
ち
切
ら
れ
市
民
の
く
ら

し
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。
生
活
困
窮
者
対
策

な
ど
支
援
策
が
必
要
だ
が

ど
う
か
。

 

医
療
費
の
公
費
負
担

は
、
国
に
お
い
て
公
費
一
部

負
担
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
の
動
向
を
見

守
る
。
市
独
自
の
助
成
は

考
え
て
な
い
。
公
費
負
担

の
継
続
に
つ
い
て
国
に
要
望

を
し
て
い
く
。
市
の
暮
ら
し

の
資
金
の
貸
付
条
件
で
生

活
保
護
基
準
の
１・８
倍
以

内
の
世
帯
規
定
、
担
保
保

証
人
の
規
定
を
廃
止
し
た
。

農
家
の
所
得
保
障
を

問 

営
農
類
型
別
農
業
経
営

で
稲
作
農
家
の
時
間
当
た

り
農
業
所
得
は
10
円
で
あ

る
。
こ
れ
で
は
再
生
産
で

き
な
い
。
所
得
補
償
が
必

要
で
あ
る
が
ど
う
か
。

 

時
給
の
数
字
に
つ
い

て
は
と
て
も
深
刻
に
受
け

止
め
る
。
農
業
の
再
生
産

を
す
る
環
境
を
支
え
て
行

く
こ
と
が
大
切
。
市
と
し

て
も
費
用
助
成
な
ど
様
々

な
予
算
を
計
上
し
て
生
産

対
策
、
経
営
対
策
を
行
い
、

国
・
府
に
対
し
て
主
食
用

米
の
需
要
拡
大
な
ど
米
の

価
格
安
定
対
策
を
要
望
し

て
い
る
。

学
校
給
食
に
有
機
米
を　

問 

亀
岡
市
は
有
機
米
を
推

奨
し
30
㎏
２
４
０
０
０
円
で

買
上
げ
学
校
給
食
に
提
供

し
て
い
る
。
労
力
に
見
合

う
買
取
り
価
格
と
販
路
の

確
保
に
魅
力
が
あ
る
。
本

市
で
も
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。

教
育
長 

現
在
、
学
校
給
食

に
１
０
０
％
京
丹
後
産
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
提
供
し
て
い

る
。
有
機
米
は
、
食
育
の

視
点
か
ら
、
生
物
多
様
性

で
環
境
に
配
慮
し
た
観
点

を
子
ど
も
た
ち
に
持
っ
て
も

ら
う
た
め
に
は
有
効
な
こ

と
だ
と
捉
え
て
い
る
。
供

給
量
に
合
わ
せ
て
学
校
給

食
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
か
農
業
振
興
課
等
と

も
連
携
し
情
報
収
集
し
た

い
。

◆一般質問

問 

大
人
の
90
％
以
上
が
罹

患
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

苦
痛
を
伴
う
帯
状
疱
疹
。

効
果
の
高
い
予
防
ワ
ク
チ
ン

が
あ
る
が
任
意
接
種
で
大

変
高
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

接
種
を
あ
き
ら
め
る
方
も

多
く
接
種
実
績
は
低
い
。

自
己
負
担
の
補
助
を
実
施

す
る
自
治
体
も
増
え
て
き

て
い
る
。
本
市
で
も
助
成

制
度
が
で
き
な
い
か
。

 

経
済
的
な
環
境
の
違

い
で
接
種
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
国
で
も
定
期
接
種
移

行
を
検
討
中
。
市
か
ら
要

望
も
し
、
動
向
も
見
守
り

な
が
ら
、
助
成
実
施
の
他

市
町
の
状
況
調
査
も
検
討

し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
5
類
移

行
後
の
感
染
予
防
、
医
療

体
制
は

問 

感
染
者
数
が
全
数
把

握
か
ら
定
点
報
告
に
な
り
、

市
民
の
感
染
予
防
に
対
す

る
意
識
が
薄
れ
が
ち
で
あ

る
。
情
報
提
供
の
工
夫
等

改
善
点
は
な
い
か
。
医
療

体
制
強
化
は
ど
う
か
。

 

市
民
の
意
識
を
保
つ

た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
媒
体

を
通
じ
て
知
ら
せ
て
い
く
。

医
療
体
制
は
従
来
と
変
更

は
な
い
。

暑
さ
対
策
は

問 

今
夏
の
暑
さ
の
特
徴

と
、
学
校
の
状
況
は
。

 

熱
中
症
救
急
搬
送

数
が
増
加
。（
77
人
で
昨
年

よ
り
24
人
増
加
）

教
育
長 

プ
ー
ル
な
ど
の
中

止
や
部
活
な
ど
の
縮
小
を

し
て
き
た
。
暑
さ
指
数
計

を
活
用
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

や
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
よ
り

運
用
し
、
共
有
化
し
て
見

え
る
化
し
、
取
り
組
ん
で

い
る
。
子
ど
も
の
命
最
優

先
で
考
え
て
い
る
。

問 

災
害
時
に
避
難
所
と
な

る
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
は
今
般
の
気
象
条
件
を

考
え
る
と
不
可
避
。
子
ど

も
の
教
育
条
件
、
災
害
時

対
応
、
市
民
の
利
用
な
ど

の
観
点
か
ら
最
大
限
早
く

実
現
す
べ
き
だ
が
。

 

大
切
な
こ
と
だ
と
考

え
る
。
多
額
の
財
源
が
必

要
で
国
へ
の
要
望
を
し
て
い

く
。
優
先
順
位
を
勘
案
し
、

他
市
の
事
例
も
参
考
に
し

て
い
く
。

暑さ指数計で学校の暑さを見える化

高温障害や獣害でコメ作りは大変

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

コ
ロ
ナ
感
染
へ
の
公
的
負
担
の

継
続
を国

に
公
的
負
担
の
継
続
を
要

望
し
て
い
く

一般質問

市
長

日本共産党

田
た な か

中 邦
く に お

生

自
己
負
担
が
高
い
帯
状
疱
疹
の

予
防
ワ
ク
チ
ン
に
市
の
助
成
を

助
成
予
定
は
な
い
。
定
期
接
種

に
な
る
よ
う
国
に
要
望
す
る

一般質問

日本共産党

橋
はしもと

本まり子
こ

市
長
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問 

百
歳
長
寿
の
ま
ち
と
し

て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
が
、

健
康
寿
命
、
介
護
認
定
率

を
見
る
と
市
民
一
人
一
人
へ
の

取
り
組
み
が
十
分
か
危
惧

す
る
。
京
丹
後
市
の
位
置

づ
け
は
。

 

今
年
５
月
の
介
護
認

定
率
は
、
市
は
20
・
91
％
、

全
国
平
均
で
19
・
01
％
で

あ
り
、
府
内
26
市
町
村
で

14
番
で
あ
る
。
健
康
寿
命

は
、
男
性
で
80
・
４
歳
、

女
性
は
84
・
４
歳
で
府
内

一
番
の
自
治
体
と
比
べ
て

２
・０
歳
の
開
き
が
あ
る
。　

問 

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向

け
て
生
活
習
慣
、
疾
病
・

介
護
予
防
等
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
今
後
に
お
け

る
課
題
の
認
識
は
。

 
特
定
保
健
指
導
、
フ

レ
イ
ル
予
防
事
業
等
を
担

う
保
健
師
等
の
専
門
職
や

地
域
の
担
い
手
で
あ
る
健

康
づ
く
り
推
進
員
等
の
マ
ン

パ
ワ
ー
が
不
足
し
て
い
る
。

問 

高
齢
者
の
自
立
・
尊
厳

に
つ
い
て
は
、今
年
度
に
「
共

生
社
会
の
実
現
を
推
進
す

る
た
め
の
認
知
症
基
本
法
」

が
成
立
し
、
認
知
症
対
策

基
本
計
画
を
求
め
ら
れ
て
い

る
。
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
に
一
部
記
述
が
あ
る
が
、

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

は
。 

認
知
症
と
と
も
に
生

き
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
を

令
和
３
年
に
制
定
し
、
地

域
共
生
社
会
の
実
現
を
目

指
し
た
施
策
を
進
め
て
き

た
。
次
年
度
か
ら
の
第
９

期
の
高
齢
者
福
祉
計
画
の

中
で
、
認
知
症
対
策
基
本

計
画
を
落
と
し
込
む
形
で

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問 

第
９
期
の
介
護
保
険

事
業
計
画
を
検
討
中
だ

が
、
令
和
４
年
度
決
算
で

６
億
２
０
０
０
万
円
と
大
き

な
基
金
残
と
な
っ
て
い
る
。

１
９
１
８
２
人
の
１
号
被
保

険
者
数
を
36
カ
月
割
り
戻

す
と
一
ケ
月
一
人
当
た
り
約

９
０
０
円
と
な
る
。
過
去

最
大
の
介
護
報
酬
改
定
が
、

３
％
で
１
９
０
円
程
度
で
あ

る
の
で
、
現
状
維
持
で
最

低
で
も
可
能
と
思
う
が
。

 

過
去
最
高
の
基
金
残

で
あ
り
、
保
険
料
の
抑
制

に
努
め
て
い
く
。

問 

都
市
拠
点
構
想
に
お
い

て
、
新
た
に
中
央
図
書
館

の
整
備
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
施
設
に
つ
い
て
は
、
住

民
合
意
で
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

教
育
長 

市
民
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
で
、
み
な
さ
ん
の

声
を
聞
く
。

問 

図
書
館
協
議
会
の
答
申

で
は
、峰
山
図
書
館
、大
宮・

弥
栄
図
書
室
の
統
合
が
提

案
さ
れ
た
。
答
申
に
つ
い
て

の
受
け
止
め
を
ど
う
考
え

る
か
。

教
育
長 

答
申
は
重
く
受
け

止
め
て
い
る
が
、
５
年
前
の

こ
と
で
再
度
検
討
す
る
。

問 

図
書
館
職
員
の
雇
用
実

態
と
処
遇
に
つ
い
て
、
市
民

の
豊
か
な
読
書
を
保
障
す

る
た
め
大
切
な
職
種
で
あ

る
。
処
遇
改
善
が
求
め
ら

れ
る
が
。

教
育
長 

網
野
と
峰
山
に
正

職
員
が
２
人
、
あ
と
は
会

計
年
度
任
用
職
員
が
25
人

で
あ
り
、
妥
当
だ
と
考
え

る
。
最
低
賃
金
改
定
は
反

映
し
て
い
く
。

介
護
保
険
の
充
実
を

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
高
齢
化
で
仕
事

量
が
増
え
て
い
る
と
考
え

る
。
職
員
の
現
状
は
。

 

状
況
に
応
じ
て
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
採
用

で
対
応
す
る
。

問 

来
年
は
、
保
険
料
の
見

直
し
の
時
期
で
あ
る
。
保

険
料
が
高
い
な
ど
の
声
を

聞
く
。
市
民
へ
の
負
担
増

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き

で
あ
る
。

 

介
護
報
酬
の
改
定
が

年
末
に
で
る
。
そ
れ
も
踏

ま
え
て
負
担
が
最
小
限
に

な
る
よ
う
に
考
え
る
。

最
低
賃
金
改
定
の
見
直
し

は問 

市
役
所
で
は
、
正
規
職

員
、１
０
１
５
人
に
対
し
て
、

会
計
年
度
任
用
職
員
（
主

に
７
時
間
パ
ー
ト
）
９
１
６

人
も
お
ら
れ
、
正
規
職
員

と
同
じ
よ
う
な
仕
事
を
し

て
い
る
。
令
和
５
年
度
の

最
低
賃
金
が
１
０
０
８
円
と

な
っ
た
。
賃
金
の
見
直
し
を

す
べ
き
で
あ
る
が
。

 

対
象
者
に
は
最
低
賃

金
額
に
な
る
よ
う
に
10
月

６
日
以
降
に
見
直
す
。

弥栄図書室はどうなる

◆一般質問

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

介護予防体操の様子

住
民
参
加
の
図
書
館
づ
く
り
を

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
地
域
の
声

を
聞
く

一般質問
教
育
長

日本共産党

平
ひら

林
ばやし

智
ち え み

江美

第
９
期
の
介
護
保
険
料
は
現
状

維
持
で
十
分
賄
え
る
と
思
う
が

過
去
最
高
の
基
金
残
高
で
あ
り
、

抑
制
に
努
め
て
い
く

一般質問

市
長

無  会  派

松
まつもと

本 聖
しょうじ

司
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◆一般質問・賛否一覧・陳情・政務活動費

シ
ニ
ア
含
め
全
世
代
が
探
究
的

に
学
ぶ
地
域
を

学
校
教
育
や
高
齢
者
大
学
の
在

り
方
を
検
討
す
る

一般質問

鳴
な る み

海 公
まさのり

軌

教
育
長

無  会  派

問 

新
た
な
教
育
の
在
り
方

に
向
け
課
題
整
理
は
。

教
育
長 

①
社
会
の
変
化
に

対
応
す
べ
き
。

②
学
校
は
地
域
の
資
源
を

教
育
に
活
用
す
べ
き
。

③
教
育
委
員
会
は
デ
ジ
タ

ル
を
活
用
し
、
当
事
者
た

る
子
ど
も
の
視
点
か
ら
新

し
い
姿
を
模
索
す
べ
き
。

問 

教
員
の
負
担
軽
減
は
よ

り
良
い
教
育
に
向
け
て
の
最

初
の
ス
テ
ッ
プ
。
峰
山
中
学

校
で
は
生
徒
が
教
員
の
働

き
方
を
問
題
解
決
型
の
学

習
素
材
と
し
て
取
り
組
ん

だ
と
聞
く
が
。

教
育
長 

峰
山
中
で
は
働
き

方
改
革
コ
ン
サ
ル
を
導
入

し
、
４
カ
月
間
で
１
人
あ

た
り
30
時
間
の
時
間
外
勤

務
が
減
っ
た
。
具
体
的
な

生
徒
か
ら
の
意
見
は
「
先

生
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間

が
も
っ
と
欲
し
い
」「
先
生

に
は
も
っ
と
仕
事
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
」な
ど
が
あ
っ
た
。

問 

教
育
は
子
ど
も
に
ど
う

注
ぐ
か
だ
け
で
な
く
、
大

人
が
ど
う
振
る
舞
う
か
が

重
要
。
全
世
代
が
探
究
的

な
学
び
を
通
し
て
地
域
を

成
長
さ
せ
る
べ
き
。

 

シ
ニ
ア
世
代
の
頑
張

り
が
若
い
世
代
を
引
き
込

む
力
に
な
る
。高
齢
者
大
学

は
市
民
大
学
と
し
て
展
望

す
る
と
面
白
い
。

歩
い
て
行
け
る
地
域
で
の

子
ど
も
た
ち
が
雨
の
日
に

遊
べ
る
居
場
所
づ
く
り 

問 

大
型
施
設
新
設
だ
け
で

な
く
、
地
域
単
位
の
子
ど

も
の
遊
び
場
づ
く
り
を
支

援
す
べ
き
。

教
育
長 

子
育
て
環
境
整
備

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
創
設

し
た
。
民
間
の
取
組
を
後

押
し
し
た
い
。

 

複
数
の
新
コ
ミ
ュ
で

若
者
主
体
の
子
育
て
支
援

が
生
ま
れ
て
い
る
。

問 

若
者
の
ニ
ー
ズ
が
自
治

会
に
届
か
な
い
こ
と
も
多

い
。
ま
ず
子
育
て
を
中
心

に
議
論
を
始
め
、
若
者
や

女
性
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
巻

き
込
み
、
そ
の
後
、
各
分

野
で
活
動
し
て
も
ら
う
と

いっ
た
戦
略
が
重
要
だ
と
考

え
る
が
。

 

行
政
も
支
援
す
る

が
、
地
域
の
主
体
性
を
尊

重
し
た
い
。

各地域に雨の日でも猛暑でも遊べる場所を

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

　《凡例　賛成：○　反対：×　退席：退　欠席：欠　除斥：除》谷津伸幸議員は議長職のため表決権はありません。

※交付にあたり提出された交付申請書、調査研究等計画書、調査研究等報告書、
実績報告書、その他添付資料につきましては、市議会ホームページ（http://
www.city.kyotango.lg.jp/shigikai/）及び、市議会事務局で閲覧いただく
ことができます。

議案に対する各議員の賛否一覧表。賛否の分かれた案件を記載しています。◇◆◇賛否一覧◇◆◇

会　派　名 議
案
の
可
否

丹政会 新政会 日本 
共産党 創明

政
友
会

無
会
派

無
会
派

無
会
派

 
 中

野
　
勝
友

池
田
　
惠
一

東
田
　
真
希

平
井
　
邦
生

和
田
　
　
晋

金
田
　
琮
仁

櫻
井
　
祐
策

川
戸
　
一
生

多
賀
野
一
彦

田
中
　
邦
生

平
林
智
江
美

橋
本
ま
り
子

永
井
　
友
昭

浜
岡
大
二
郎

水
野
　
孝
典

和
田
　
正
幸

冨
田
　
恵
輔

鳴
海
　
公
軌

松
本
　
聖
司

令和４年度京丹後市一般会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度京丹後市後期高齢者医療事業特別会計
決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

患者・利用者のいのち・暮らし支えるケア労働者
の賃金改善と人員増のため診療報酬・介護報酬・
障害報酬の引き上げを求める陳情書

不採
択 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ×

案　件
議　員　名

◇◆◇政務活動費（上半期実績）◇◆◇◇◆◇陳　情◇◆◇
会　　　派
無会派議員 政務活動概要 上半期分

交付確定額

政友会
5月17日～19日
調査研究活動（島根県隠岐の
島町、知夫村、西ノ島町）

91,940 円

創　明 7 月 22 日
研修活動（兵庫県西宮市） 19,660 円

陳情名 陳情者 結果

患者・利用者のいのち・暮
らし支えるケア労働者の
賃金改善と人員増のため
診療報酬・介護報酬・障害
報酬の引き上げを求める
陳情書

京都医療労働組合
連合会
執行委員長
勝野 由起恵　ほか

不採択
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◆視察報告

詳
細
は

こ
ち
ら

詳
細
は

こ
ち
ら

対馬市での視察の様子

安芸太田町での視察の様子

【
視
察
目
的
】

　

対
馬
市
は
、地
理
的
に
大

陸
に
近
く
、対
馬
暖
流
や
季

節
風
の
影
響
を
受
け
て
、全

国
的
に
見
て
も
海
岸
漂
着
ご

み
の
量
が
多
い
。

　

本
市
も
日
本
海
に
面
し
て

い
て
、同
じ
よ
う
に
海
岸
漂

着
ご
み
が
流
れ
着
く
地
形
で

あ
る
こ
と
か
ら
、海
岸
漂
着
ご

み
処
理
の
先
進
地
と
し
て
視

察
先
に
選
ん
だ
。

【
視
察
日
時
】

　

令
和
５
年
７
月
31
日
・

　

８
月
１
日

【
視
察
先
】

　

対
馬
市
（
長
崎
県
）

【
視
察
を
振
り
返
っ
て
】

　

対
馬
市
の
現
状
と
し
て
、

毎
年
３
万
か
ら
４
万
㎥
の
漂

着
量
と
概
算
さ
れ
て
い
る
。

台
風
の
被
害
が
大
き
い
年
は

７
万
㎥
と
な
る
年
も
あ
る
。

　

海
岸
漂
着
ご
み
処
理
等
の

事
業
規
模
は
平
成
25
年
度
、

５
億
円
く
ら
い
が
国
費
と
し

て
事
業
化
さ
れ
て
い
る
。近
年

は
３
億
円
弱
で
あ
る
。そ
の
金

額
は
本
市
の
予
算
の
約
10
倍

で
あ
る
。

　

視
察
の
中
で
、何
点
か
設

備
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い

【
視
察
目
的
】

　

京
丹
後
デ
ジ
タ
ル
ポ
イ
ン

ト
の
政
策
提
言
に
向
け
、京

丹
後
市
で
の
効
果
的
な
地
域

経
済
循
環
促
進
、地
域
消
費

喚
起
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ

る
。

【
視
察
日
時
】

　

令
和
５
年
７
月
31
日
・　
　

　

８
月
１
日
・
２
日

【
視
察
先
】

①
み
や
き
町
（
佐
賀
県
）

　
「
み
や
きｐ
ａ
ｙ
」

②
南
島
原
市
（
長
崎
県
）

　
「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
コ
イ
ン
」

③
安
芸
太
田
町
（
広
島
県
）

　
「
ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
」

【
視
察
を
振
り
返
っ
て
】

①
み
や
き
町

　

み
や
き
町
で
は
、一
人
１
枚

の
カ
ー
ド
発
行
に
よ
り
、購

買
意
欲
を
高
め
、利
用
者
を

増
や
し
た
。ま
た
、商
店
街
・

商
工
会
が
主
体
と
な
っ
て
加

盟
店
募
集
や
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
た
こ
と
で
、加
盟
店
の
拡

大
と
利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
が
図
ら
れ
て
い
る
。　　

　

具
体
的
に
は
、一
人
当
た
り

５
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
の
付
与

に
よ
り
、多
く
の
市
民
が
カ
ー

ド
を
利
用
す
る
よ
う
に
な

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

た
。

　

ま
ず
、発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の

ペ
レ
ッ
ト
化
と
い
う
こ
と
で
汚

れ
て
い
る
部
分
や
異
物
を
除

去
す
る
ト
リ
ミ
ン
グ
を
手
作

業
で
行
っ
た
の
ち
、マ
シ
ン
に

よ
り
ペ
レ
ッ
ト
に
す
る
。

　

続
い
て
、硬
化
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
破
砕
と
い
う
こ
と
で
、ブ

イ
や
か
ご
、ポ
リ
タ
ン
ク
な

ど
の
硬
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

破
砕
機
を
令
和
３
年
度
に
導

入
。こ
の
破
砕
機
に
よ
っ
て
20

分
の
１
に
減
容
し
、破
砕
し

た
チ
ッ
プ
は
民
間
企
業
に
有

価
物
と
し
て
販
売
。破
砕
し

た
チ
ッ
プ
で
開
発
さ
れ
た
商

品
と
し
て
、ボ
ー
ル
ペ
ン
や
コ

ン
ビ
ニ
の
買
い
物
か
ご
な
ど

が
あ
る
。あ
と
、今
回
は
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、木
の
処
理
で
、平
成
25
年

度
に
木
材
破
砕
機
、小
型
破

砕
機
を
導
入
。な
お
、雨
水
に

よ
る
塩
抜
き
後
の
焼
却
で
、

炉
に
負
担
を
か
け
な
い
処
分

方
法
。

【
所
見
】

・
産
官
学
連
携
の
横
断
的
な

取
り
組
み
、企
業
等
と
の
連

携
。特
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り

組
み
で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

見
出
し
た
企
業
が
対
馬
市
の

取
り
組
み
に
参
入
し
て
い
る
。

り
、大
手
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
も
加
盟
店
に
加
わ
っ
た
。

現
在
、加
盟
店
数
は
３
０
０

店
を
超
え
、市
民
の
利
用
率

も
90
％
と
高
い
。

②
南
島
原
市

　

京
丹
後
市
で
は
、初
期
利

用
時
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
額
が

５
０
０
円
分
と
少
な
く
、新

た
な
利
用
方
法
に
対
す
る
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
い
て
い
な

い
。

　

南
島
原
市
は
、加
入
・
利

用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
令

和
２
年
２
月
～
５
年
７
月
ま

で
14
回
も
実
施
し
、チ
ャ
ー
ジ

に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
付
与
だ
け

で
、最
大
８
０
０
０
ポ
イ
ン

ト
以
上
と
な
る
。京
丹
後
市

で
も
利
用
に
対
す
る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
。

③
安
芸
太
田
町

　

安
芸
太
田
町
の
地
域
通

貨
事
業
は
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
普
及
を
目
的
と
し
た

「
Ｄ
Ｘ
推
進
」
を
主
眼
に
全

町
民
に
ま
ず
７
０
０
０
ポ
イ

ン
ト
を
一
括
支
給
し
た
。こ
れ

に
町
民
も
事
業
者
も
魅
力
を

感
じ
、多
く
の
店
が
加
盟
し

た
。

　

定
額
タ
ク
シ
ー
や
病
院
の

決
済
に
も
使
え
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
こ
と
で
関
係
人
口
や
認

知
度
の
向
上
、海
ご
み
の
解

決
、地
元
の
振
興
に
繋
げ
て
い

る
。逆
転
の
発
想
と
し
て
、対

馬
市
に
し
か
な
い
コ
ン
テ
ン
ツ

で
対
馬
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向

上
を
狙
っ
て
い
る
点
、本
市
も

見
習
う
べ
き
だ
。

・
対
馬
市
の
取
り
組
み
は
ご

み
を
資
源
へ
転
換
す
る
果
敢

な
も
の
で
あ
る
。本
市
も
こ
れ

か
ら
関
係
自
治
体
と
積
極
的

に
情
報
交
換
し
、よ
り
良
い

対
策
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

地
域
通
貨
の
利
用
促
進
に
つ

な
が
り
、地
域
経
済
の
活
性

化
に
高
い
効
果
を
上
げ
て
い

る
。

　

京
丹
後
市
に
お
い
て
も
、

「
市
を
挙
げ
て
の
Ｄ
Ｘ
推

進
」
を
主
眼
と
し
た
取
り
組

み
に
す
る
こ
と
で
、京
丹
後
デ

ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
率

や
加
盟
店
舗
の
不
足
な
ど
の

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
と
考

え
ら
れ
る
。
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本
市
議
会
で
は
現
在
、

議
会
改
革
を
進
め
る
た
め

に
議
会
改
革
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
議
会
基
本
条

例
、
京
丹
後
市
議
会
政
務

活
動
費
の
交
付
に
関
す
る

条
例
及
び
京
丹
後
市
議
会

議
員
定
数
条
例
に
つ
い
て
趣

旨
・
目
的
が
達
成
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
検
証
し
、

調
査
・
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

議
会
改
革
に
向
け
た
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、「
市

民
に
よ
り
身
近
な
議
会
へ
」

と
題
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
た
。

◆
第
一
部　

基
調
講
演

　

福
知
山
公
立
大
学
の
杉

岡
秀
紀
准
教
授
を
講
師
に

招
き
、「
市
民
に
よ
り
身
近

な
議
会
と
は
？
」
を
テ
ー
マ

に
基
調
講
演
を
開
催
。
早

稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

研
究
所
が
実
施
す
る
議
会

改
革
度
調
査
結
果
に
基
づ

く
本
市
議
会
の
現
在
地
な

ど
を
踏
ま
え
て
、
他
自
治

体
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
、

本
市
議
会
が
目
指
す
方
向

性
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
い

た
。

◆
第
二
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
、
市

内
在
住
者
５
名
が
登
壇
し
、

議
会
改
革
の
必
要
性
や
、

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
議
論
。
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら

は
、
議
会
の
情
報
発
信
不

足
に
対
す
る
指
摘
、
若
者

の
意
見
を
聞
く
仕
組
み
づ

く
り
の
必
要
性
や
、
議
会

と
市
民
の
懇
談
会
へ
の
期
待

基調講演

パネルディスカッション

詳
細
は

こ
ち
ら

掛川市での視察の様子

◆視察報告・議会改革シンポジウム

【
視
察
目
的
】

　

政
策
提
言
へ
の
取
り
組
み

を
学
び
、常
任
委
員
会
の
能

動
的
な
活
動
の
参
考
と
す

る
。

【
視
察
日
時
】

　

令
和
５
年
８
月
８
日
・

　

９
日

【
視
察
先
】

①
掛
川
市
（
静
岡
県
）

②
茅
ケ
崎
市
（
神
奈
川
県
）

【
視
察
を
振
り
返
っ
て
】

①
掛
川
市

（
政
策
立
案
サ
イ
ク
ル
）

・
調
査
研
究
の
テ
ー
マ
設
定

に
向
け
て
積
極
的
活
動

・
議
会
報
告
会
で
テ
ー
マ
設

定
の
中
間
報
告
等
を
実
施

・
執
行
部
と
の
意
見
調
整
を

実
施
し
課
題
を
整
理
す
る

・
常
任
委
員
会
で
政
策
提
言

案
を
作
成

・
議
員
間
で
政
策
討
論
を
実

施
し
合
意
形
成
を
図
る

・
市
長
へ
の
政
策
提
言

【
所
見
】

・
政
策
テ
ー
マ
決
定
に
つ
い
て

は
、市
民
の
声
や
会
派
か
ら

の
意
見
を
踏
ま
え
て
い
る
の

で
、市
民
と
議
会
の
距
離
が

近
い
と
感
じ
た
。

・
委
員
会
活
動
が
大
変
活
発

議
会
改
革
特
別
委
員
会

議
会
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　

令
和
５
年
８
月
22
日

　
　

峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
開
催
日
時
や
場
所
に
関

す
る
要
望
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。　
　

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
議
論
を
踏
ま
え
、
議

長
は
市
民
と
議
会
の
懇
談

会
の
拡
充
や
、
議
会
全
体

の
議
論
の
質
の
向
上
な
ど
、

議
会
改
革
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
意
向
を
表

明
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
は
、
議
員
含
め
約
70
名

が
参
加
。
杉
岡
准
教
授
の

基
調
講
演
と
市
内
在
住

者
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
来
場
者
の

皆
様
と
一
緒
に
本
市
議
会

が
目
指
す
方
向
性
に
つ
い

て
考
え
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
。

で
あ
り
、そ
の
中
で
の
協
議
調

整
に
多
く
の
時
間
を
要
し
て

い
る
。

・
政
策
討
論
会
議
が
活
発
に

実
施
さ
れ
て
お
り
、意
見
交

換
及
び
合
意
形
成
に
努
め
て

い
る
。

・
政
策
提
言
に
係
る
施
策
へ

の
反
映
状
況
の
報
告
を
執
行

部
に
求
め
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
大
切
な
視
点
。

②
茅
ケ
崎
市

（
政
策
立
案
サ
イ
ク
ル
）

・
４
常
任
委
員
会
が
２
年
間

の
政
策
テ
ー
マ
決
定

・
行
政
の
現
状
把
握
に
、担
当

部
署
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

・
調
査
研
究
と
し
て
、先
進

事
例
の
視
察
、関
係
団
体
と

の
意
見
交
換
及
び
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施

・
議
員
全
員
協
議
会
で
他
委

員
会
の
状
況
説
明
及
び
意
見

交
換
を
実
施
。指
摘
事
項
が

あ
れ
ば
委
員
会
で
修
正

・
政
策
提
言
書
を
議
長
か
ら

市
長
へ
提
出

【
所
見
】

・
テ
ー
マ
決
定
に
向
け
て
、現

状
把
握
、課
題
の
抽
出
の
他
、

専
門
的
知
見
の
必
要
性
が
大

切
と
感
じ
た
。

・
委
員
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

非
常
に
タ
イ
ト
に
な
っ
て
い

る
。ゆ
え
に
調
査
研
究
及
び

執
行
部
へ
の
意
見
交
換
な
ど

充
実
し
た
取
り
組
み
と
な
っ

て
い
る
。

・
政
策
提
言
後
の
執
行
部
の

受
け
止
め
や
施
策
へ
の
反
映

が
大
切
で
あ
る
。二
元
代
表

制
の
一
翼
と
し
て
、市
民
福
祉

の
向
上
に
、目
に
見
え
る
形
で

寄
与
し
た
い
。
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◎
広
報
編
集
委
員
会

委

員
〃

委
員
長

委

員

副
委
員
長

委
　
　
員

〃〃

平
林
智
江
美

和

田
　

晋

水
野
　
孝
典

多
賀
野
一
彦

冨
田
　
恵
輔

永
井
　
友
昭

川
戸
　
一
生

池
田
　
惠
一

あ

が

と

き

　

市
内
各
地
で
秋
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
年
以
上
に
わ

た
る
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
、
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
あ
と
迎
え
た
今
年
の
祭
。
み
な
さ
ん
の
地
区
で
は
い

か
が
で
し
た
か
。

　

昨
年
の
市
内
全
区
長
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
各
地
区

で
大
切
に
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
は
、
一
番
が
「
環
境
美

化
」、
次
い
で
「
神
社
・
仏
閣
の
祭
」
で
し
た
。
各
地
区

の
主
体
性
を
保
ち
、
区
民
と
し
て
の
一
体
感
を
醸
成
し
保

持
し
な
が
ら
、
伝
統
を
大
切
に
引
き
継
ご
う
と
さ
れ
て
い

る
現
れ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

キ
リ
コ
祭
で
有
名
な
能
登
半
島
に
あ
る
輪
島
市
の
人
口

は
、
２
万
３
千
人
あ
ま
り
で
す
が
、
キ
リ
コ
大
祭
が
行
わ

れ
る
８
月
下
旬
の
４
日
間
は
、
市
外
に
出
て
い
た
若
者
た

ち
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
そ
ろ
っ
て
帰
省
し
、
祭
を
盛
り
上

げ
、
市
内
に
熱
気
が
あ
ふ
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

人
口
が
減
少
し
、
過
疎
が
進
み
、
祭
の
担
い
手
不
足
が

各
地
で
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
う
一
度
集
落
の
紐
帯

を
取
り
戻
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

祭
の
意
義
を
改
め
て
考
え
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

平
成
元
年　

秋
、晴
れ

渡
っ
た
空
、義
母
の
知
人

の
ふ
る
さ
と
丹
後
町
上
山

（
う
え
や
ま
）
へ
。京
都
市

内
よ
り
国
道
９
号
線
を
走

り
福
知
山
か
ら
１
７
５
号

線
、
１
７
６
号
線
へ
。山
中

を
抜
け
丹
後
町
間
人
を
過

ぎ
て
よ
う
や
く
海
岸
線
を

走
る
。筆
石
あ
た
り
海
か

ら
突
き
出
る
屏
風
岩
、の
ぞ

き
込
む
と
、岩
や
海
藻
ま

で
も
が
透
き
通
っ
て
見
え
る

「
丹
後
ブ
ル
ー
」。

　

さ
ら
に
進
ん
で
犬
ヶ
岬

ト
ン
ネ
ル
を
越
え
て
見
え

る
丹
後
松
島
、大
小
の
岩

山
が
海
に
浮
い
て
い
る
。澄

ん
だ
秋
晴
れ
の
下
、急
峻

な
山
、下
に
海
、そ
の
中
腹

を
走
る
道
。京
都
市
内
に

住
む
私
に
と
っ
て
は
ま
っ
た

く
出
あ
う
こ
と
の
な
い
絶

景
で
さ
わ
や
か
な
風
が
心

を
洗
う
。「
丹
後
ブ
ル
ー
」

を
目
の
奥
に
残
し
な
が
ら

進
む
。

　

海
岸
線
よ
り
田
畑
を
抜

け
山
に
向
か
う
。急
な
谷

筋
を
走
る
曲
が
り
く
ね
っ

た
細
い
道
、両
脇
の
杉
林

が
日
光
を
遮
っ
て
暗
い
、こ

の
先
に
人
が
住
ん
で
い
る

の
か・
・。突
然
、澄
み
切
っ

た
空
が
広
が
る
。「
丹
後
ブ

ル
ー
」
と
重
な
り
、別
世
界

に
来
た
よ
う
だ
。

　

上
山
地
区
は
、急
な
坂

道
沿
い
に
数
軒
の
家
が

ど
っ
し
り
と
佇
む
。母
屋
、

納
屋
、蔵
、作
業
屋
、都
会

な
ら
何
軒
分
も
あ
る
様

だ
。山
中
に
ポ
ツ
ン
と
浮
か

び
上
が
る
よ
う
な
上
山
地

区
。聞
く
と
佐
々
木
姓
が

多
く
「
平
家
」
で
は
な
い
。

　

集
落
よ
り
少
し
上
の
森

林
組
合
が
作
っ
た
ウ
ッ
デ
ィ

ハ
ウ
ス
に
泊
ま
ら
せ
て
も

ら
う
。杉
林
と
広
葉
樹
に

囲
ま
れ
、人
工
物
が
ま
っ
た

く
無
く
山
中
の
隠
れ
家
の

よ
う
で
あ
る
。明
く
る
朝
、

上
山
集
落
の
一
番
上
に
あ

る
上
山
寺
（
じ
ょ
う
さ
ん

じ
）
よ
り
下
を
見
渡
し
た

時
、忽
然
と
し
て
あ
る
想
い

が
湧
き
上
が
っ
て
き
た
。数

戸
の
家
屋
の
向
こ
う
に
は

緑
が
広
が
り
、海
岸
線
近

く
の
家
並
、さ
ら
に
き
の
う

見
た
丹
後
ブ
ル
ー
の
日
本

海
が
果
て
し
な
く
広
が
る
。

「
こ
こ
で
住
も
う
」。

　

そ
れ
か
ら
30
数
年
、山

中
で
住
む
な
ら
と
昔
よ
り

生
業
と
し
て
い
た
炭
焼
き

を
始
め
、多
く
の
方
に
世
話

に
な
り
な
が
ら
も
何
と
か

続
け
て
こ
ら
れ
た
。６
町
合

併
前
、丹
後
町
商
工
会
主

催
の
「
町
づ
く
り
委
員
会
」

に
参
加
し
、都
会
と
の
交
流

事
業
「
赤
米
学
校
」
で
の

米
づ
く
り
体
験
。そ
の
後
は

宇
川
小
学
校
５
年
生
の
授

業
と
し
て
引
き
継
が
れ
、種

ま
き
、田
植
え
、草
取
り
、

案
山
子
作
り
、稲
刈
り
収

穫
祭
で
の
千
歯
足
踏
み
脱

穀
な
ど
生
徒
に
体
験
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
炭
焼
き
は
あ

と
か
ら
移
住
し
て
き
た
若

い
世
代
に
引
き
継
い
で
も

ら
い
、「
赤
米
学
校
」
も

数
年
前
よ
り
彼
ら
に
譲
り

ま
し
た
。

　

今
も
変
わ
ら
な
い
丹
後

半
島
、い
つ
ま
で
も
こ
の
風

景
を
見
続
け
た
い
。

丹
後
町
　
桒く
わ
ば
ら原

稔
み
の
る

丹
後
半
島
と
の
で
あ
い

屏風岩

丹後松島

丹後町上山地区


